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自転車の運転にあたって理解すべき道路標識等 

 
■標 識 
●規制標識 

自転車の交通方法を禁止したり、制限したり、特定の方法に従って通

行するよう指定したりするものです。 

凡例 

・種類 

道路標識・道路標示の名前及び様式を掲載しています。複数の種類があ 

る様式については、代表的なもののみを掲載しています。 

・表示する意味 

道路標識・道路標示の意味を分かりやすく示したものです。 

・自転車の通行方法 

その道路標識・道路標示が設置されている場合の自転車の一般的な通行 

方法を解説したものです。 

 

 

規制標識 

種類 表示する意味 自転車の通行方法 

通行止め 

  

歩行者、遠隔操作型小

型車、車両（自転車を

含む。）、路面電車の

通行止め 

 

 

 

 

他の本標識や補助標識等で別途示し

ている場合を除き、通行してはいけ

ません。 

標識・標示の意味を理解し、従ってください 
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車両通行止め 

 

車両の通行止め 他の本標識や補助標識等で別途示し

ている場合を除き、通行してはいけ

ません。 

車両進入禁止 

 

一方通行路出口（車両

の反対方向への進入の

禁止） 

他の本標識や補助標識等で別途示し

ている場合を除き、この標識が向い

ている方向から通行してはいけませ

ん。 

特定小型原動

機付自転車・ 

自転車通行 

止め 

 

特定小型原動機付自転

車及び自転車の通行止

め 

他の本標識や補助標識等で別途示し

ている場合を除き、通行してはいけ

ません。 

指定方向外 

進行禁止 

 

矢印の方向以外への車

両の進行禁止 

他の本標識や補助標識等で別途示し

ている場合を除き、矢印の方向以外

に通行してはいけません。 

車両横断禁止 

 

車両の横断の禁止（道

路外の施設又は場所に

出入りするための左折

を伴う横断を除く。） 

他の本標識や補助標識等で別途示し

ている場合を除き、道路を横断して

はいけません。 

転回禁止 

 

車両の転回の禁止 他の本標識や補助標識等で別途示し

ている場合を除き、道路を転回して

はいけません。 
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駐停車禁止 

 

車両の駐停車の禁止 他の本標識や補助標識等で別途示し

ている場合を除き、駐停車してはい

けません。 

駐車禁止 

 

車両の駐車の禁止 他の本標識や補助標識等で別途示し

ている場合を除き、駐車してはいけ

ません。 

 

 

自動車専用 

 

高速自動車国道と自動

車専用道路の指定 

通行してはいけません。 

 

 

 

 

特定小型原動

機付自転車・

自転車専用 

 

（１） ①自転車道や自転車専

用道路（自転車だけの

通行のために設けられ

た道路）の指定 

（２） ②特定小型原動機付自

転車及び自転車（これ

らの車両で自転車道を

通行してはならないも

のを除く。）以外の車

両、歩行者及び遠隔操

作型小型車の通行禁止 

（３）  

他の本標識や補助標識等で別途示し

ている場合を除き、通行することが

できます。 

普通自転車 

等及び 

歩行者等 

専用 

 

（１） ①自転車歩行者専用道

路の指定 

（２） ②特定小型原動機付自

転車及び自転車（これ

らの車両で自転車道を

通行してはならないも

のを除く。）以外の車

両の通行止め 

（３） ③普通自転車等が歩道

を通行できることの指

定 

 

①と②については、他の本標識や補

助標識等で別途示している場合を除

き、通行することができます。 

③については、歩道に設置されてい

るものです。他の本標識や補助標識

等で別途示している場合を除き、歩

道を通行することができます。 

通行する際には、歩行者の通行を妨

害しないよう、安全な方法で通行し

なければなりません。 
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歩行者等専用 

 

（１） ①歩行者専用道路（歩

行者だけの通行のため

に設けられた道路）の

指定 

（２） ②歩行者用道路の指定 

 

他の本標識や補助標識等で別途示し

ている場合を除き、通行してはいけ

ません。 

一方通行 

 

標示板の矢印の示す方

向の反対方向に車両が

通行することの禁止 

他の本標識や補助標識等で別途示し

ている場合を除き、矢印の反対方向

に進行してはいけません。 

 

特定小型原動

機付自転車・

自転車 

一方通行 

 

標示板の矢印の示す方

向の反対方向に特定小

型原動機付自転車及び

自転車が進行すること

の禁止 

 

 

他の本標識や補助標識等で別途示し

ている場合を除き、矢印の反対方向

に進行してはいけません。 

車両通行区分 

 

車両の通行区分の指定 自転車の通行区分が道路標識・道路

標示によって示されている場合は、

その指示に従って通行しなければな

りません。 

自転車の通行区分が道路標識・道路

標示によって示されていない場合に

は、一番左側の車線を通行しなけれ

ばなりません。 

普通自転車 

専用通行帯 

普通自転車の専用の通

行帯の指定 

この規制標識の有無に関係なく、一

番左側の車線を通行しなければなり

ません。 

なお、「普通自転車専用通行帯」が

一番左側の車線に設置されている場

合には、「普通自転車専用通行帯」

を通行することになります。 
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警笛鳴らせ 

警笛区間 

車両と路面電車が、警

音器を鳴らさなければ

ならない場所又は区間

の指定 

警音器を鳴らさなければなりませ

ん。 

徐行 

 

車両と路面電車の徐行

の指定 

直ちに停止できるような速度で通行

しなければなりません。 

一時停止 

 

交通整理が行われてい

ない交差点のすぐ手前

で、車両や路面電車が

一時停止することの指

定 

一時停止しなければなりません。 

 

 

 

●指示標識 

 道路交通法上決められた場所等を指示するものです。 

 

指示標識 

種類 表示する意味 自転車の通行方法 

横断歩道 横断歩道であること 原則として、横断歩道の直前（停

止線がある場合にはその直前）で

停止することができるような速度

で進行しなければなりません。 

横断歩道を横断しようとする歩行

者がいる場合には、一時停止し、

歩行者の通行を妨げないようにし

なければなりません。 
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●補助標識 

 本標識の下に取り付けられ、規制の理由を示したり、規制が適用される時 

間、曜日、車両の種類等を特定したりするものです。 

 

補助標識 

種類 表示する意味 自転車の通行方法 

距離・区域 

 

 
 

 

本標識が表示する交通

規制が行われている場

所、工事中などの危険

な場所、待避所などの

施設に関する距離・区

間・区域 

これらの補助標識が設置されてい

る本標識に従ってください。 

日・時間 

 

 

 

本標識が表示する交通

規制が行われている日

や時間 

 

 

 

これらの補助標識が設置されてい

る本標識に従ってください。 

車両の種類 

 

本標識が表示する交通

規制について、その対

象となる車両を特定す

るために必要な事項 

本標識と補助標識の意味を組み合

わせ、その結果に従って通行して

ください。 

例えば、「自転車を除く」と記載

されていた場合には、本標識が表

示する交通規制から特定小型原動

機付自転車と普通自転車が除かれ

ていることを示します。「特定原

付を除く」と記載されている場合

には、本標識が表示する交通規制

から特定小型原動機付自転車のみ

が除かれていることを示します。 
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■標 示 
 ●規制標示 

  特定の交通方法を禁止又は指定するものです。 

 

規制標示 

種類 意味 自転車の通行方法 

転回禁止 車両の転回の禁止 

数字は、転回を禁止す

る時間を示す。 

他の道路標識・道路標示で別途

示している場合を除き、転回し

てはいけません。 

駐停車禁止 

 

車両の駐停車の禁止 他の道路標識・道路標示で別途

示している場合を除き、駐停車

してはいけません。 

駐車禁止 

 

車両の駐車の禁止 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

他の道路標識・道路標示で別途

示している場合を除き、駐車し

てはいけません。 
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路側帯 

 

路側帯であること 他の道路標識・道路標示で別途

示している場合を除き、通行す

ることができます。 

駐停車禁止 

路側帯 

車両の駐停車が禁止さ

れている路側帯である

こと 

他の道路標識・道路標示で別途

示している場合を除き、駐停車

してはいけません。 

 

 

 

 

 

 

 

歩行者用 

路側帯 

車両の駐停車、軽車両

の通行が禁止されてい

る路側帯であること 

通行してはいけません。 

車両 

通行区分 

 

車両の種類別の通行区

分の指定 

軽車両（自転車）の通行区分が

道路標識・道路標示によって示

されている場合は、その指示に

従って通行しなければなりませ

ん。 

軽車両（自転車）の通行区分が

道路標識・道路標示によって示

されていない場合（一番左側の

車線に他の車両の通行区分が指

定されている場合を含む。）に

は、一番左側の車線を通行しな

ければなりません。 
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普通自転車 

専用通行帯 

普通自転車の専用通行

帯の指定 

普通自転車の通行区分が道路標

識・道路標示によって示されて

いる場合には、その指示に従っ

て通行しなければなりません。

普通自転車の通行区分が道路標

識・道路標示によって示されて

いない場合（一番左側の車線が

他の車両の専用通行帯である場

合を含む。）には、一番左側の

車線を通行しなければなりませ

ん。 

特例特定小型原

動機付自転車・

普通自転車 

歩道通行可 

 

普通自転車等が歩道を

通行することができる

こと 

他の道路標識・道路標示で別途

示している場合を除き、通行す

ることができます。通行する際

には、歩行者の通行を妨害しな

いよう、安全な方法で通行しな

ければなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

特例特定小型原

動機付自転車・

普通自転車の 

歩道通行部分 

普通自転車等が歩道を

通行することができる

ことと、その場合に通

行しなければならない

部分の指定 

他の道路標識・道路標示で別途

示している場合を除き、指定さ

れた部分を通行することができ

ます。通行する際には、歩行者

の通行を妨害しないよう、安全

な方法で通行しなければなりま

せん。 
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 ●指示標示 

  特定の交通方法ができることや道路交通法上決められた場所等を指示 

するものです。 

 

指示標示 

種類 意味 自転車の通行方法 

横断歩道 横断歩道であること 原則として、横断歩道の直前

（停止線がある場合にはその直

前）で停止することができるよ

うな速度で進行しなければなり

ません。 

横断歩道を横断しようとする歩

行者がいる場合には、一時停止

し、歩行者の通行を妨げないよ

うにしなければなりません。 

停止線 車両が停止する場合の

位置であること 

道路標識・道路標示や信号機等

に従い、停止する必要がある場

合には、停止線の手前で停止し

なければなりません。 

 

 

 

 

 

 

進行方向 車両が進行することが

できる方向であること 

矢印の方向に進行することがで

きます。 
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■信号機の信号 

信号の種類 信号の意味 

青色の灯火 

（※車両用信号機） 

⑴ 歩行者及び遠隔操作型小型車（遠隔操作により道 

路を通行しているものに限ります。以下同じです。）

は、進むことができます。 

⑵ 特定小型原動機付自転車と軽車両以外の車や路

面電車は、直進し、左折し、右折することができま

す。ただし、二段階の右折方法により右折する一般

原動機付自転車は、右折する地点まで直進し、その

地点で向きを変えることまでできます。 

⑶ 特定小型原動機付自転車と軽車両（自転車、荷車 

など）は、直進し、左折することができます。右折 

するときは、右折する地点まで直進し、その地点で 

向きを変えることまでできます。  
 

黄色の灯火 ⑴ 歩行者及び遠隔操作型小型車は、横断を始めては

いけません。横断中の歩行者及び遠隔操作型小型車

は、速やかに横断を終わるか、横断をやめて引き返 

さなければなりません。 

⑵ 車（自転車を含む。）や路面電車は、停止位置か

ら先へ進んではいけません。しかし、黄色の灯火に

変わったときに停止位置に近づいていて、安全に停

止することができない場合は、そのまま進むことが

できます。 

赤色の灯火 ⑴ 歩行者及び遠隔操作型小型車は、横断してはいけ

ません。 

⑵ 車や路面電車は、停止位置を越えて進んではいけ

ません。 

⑶ 交差点で既に左折している車や路面電車は、左折

方向の信号が赤でも進むことができます。 

⑷ 交差点で既に右折している車や路面電車は、右折

方向の信号が赤でもそのまま進むことができます。

この場合、その車や路面電車は、青色の灯火に従っ

て進んで来る車や路面電車の進行を妨げてはいけま

せん。ただし、特定小型原動機付自転車、軽車両や

二段階の右折方法により右折する一般原動機付自転

車は、右折方向の信号が赤のときは、その右折して

いる地点で停止していなければなりません。 
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青色の灯火の矢印  車は、黄色の灯火や赤色の灯火の信号であっても矢

印の方向に進むことができます（右向きの矢印の場合

には、転回することもできます。）。しかし、右向き

の矢印の場合には、特定小型原動機付自転車、軽車両

や二段階の右折方法により右折する一般原動機付自転

車は進むことができません。 

黄色の灯火の矢印  路面電車は、黄色の灯火や赤色の灯火の信号であっ

ても矢印の方向に進むことができますが、歩行者及び

遠隔操作型小型車や車（自転車を含む。）は、進んで

はいけません。 

黄色の灯火の点滅  歩行者及び遠隔操作型小型車や車（自転車を含

む。）や路面電車は、ほかの交通に注意して進むこと

ができます。 

赤色の灯火の点滅 ⑴ 歩行者及び遠隔操作型小型車は、ほかの交通に注

意して進むことができます。 

⑵ 車（自転車を含む。）や路面電車は、停止線で一

時停止しなければなりません。 

人の形の記号がある 

青色の灯火 

（※歩行者用信号機） 

⑴ 歩行者及び遠隔操作型小型車は、進むことができ

ます。 

⑵ 横断歩道を進行する特例特定小型原動機付自転

車と普通自転車は、直進し、左折することができま

す。右折するときは、右折する地点まで直進し、そ

の地点で向きを変えることまでできます。 

（「歩行者・自転車専用」の補助標識がある場合） 

⑴ 歩行者及び遠隔操作型小型車は、進むことができ

ます。 

⑵ 特定小型原動機付自転車と自転車は、直進し、左

折することができます。右折するときは、右折する

地点まで直進し、その地点で向きを変えることまで

できます。 

 

 

補
助
標
識 

（
歩
行
者
・
自
転
車
用
） 
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人の形の記号がある 

青色の灯火の点滅 

（※歩行者用信号機） 

⑴ 歩行者及び遠隔操作型小型車は、横断を始めては

いけません。横断中の歩行者及び遠隔操作型小型車

は、速やかに横断を終わるか、横断をやめて引き返

さなければなりません。 

⑵ 横断歩道を進行しようとする特例特定小型原動機

付自転車と普通自転車は、横断を始めてはいけませ

ん。 

（「歩行者・自転車専用」の補助標識がある場合） 

⑴ 歩行者及び遠隔操作型小型車は、横断を始めては

いけません。横断中の歩行者及び遠隔操作型小型車

は、速やかに横断を終わるか、横断をやめて引き返

さなければなりません。 

⑵ 特定小型原動機付自転車と自転車は、横断を始め

てはいけません。しかし、青色の灯火の点滅に変わ

ったときに停止線に近づいていて、安全に停止する

ことができない場合は、そのまま進むことができま

す。 

人の形の記号がある 

赤色の灯火 

（※歩行者用信号機） 

⑴ 歩行者及び遠隔操作型小型車は、横断してはいけ

ません。 

⑵ 横断歩道を進行しようとする特例特定小型原動機

付自転車と普通自転車は、横断を始めてはいけませ

ん。 

（「歩行者・自転車専用」の補助標識がある場合） 

⑴ 歩行者及び遠隔操作型小型車は、横断してはいけ

ません。 

⑵ 特定小型原動機付自転車と自転車は、横断を始

め、又は停止位置を越えて進んではいけません。 

⑶ 交差点で既に左折している特定小型原動機付自転

車と自転車は、左折方向の信号が赤でもそのまま進

むことができます。 

⑷ 交差点で既に右折している特定小型原動機付自転

車と自転車は、右折方向の信号が赤のときは、その

右折している地点で停止していなければなりませ

ん。 

注１ この表で停止位置とは、停止線があるところでは、停止線の直前をいい、ないところで
は、次の位置をいいます。 

  ⑴ 交差点では、その直前（交差点のすぐ近くに横断歩道や自転車横断帯があるところ
では、横断歩道や自転車横断帯の直前） 

  ⑵ 交差点以外で、横断歩道や自転車横断帯や踏切があるところでは、その直前 
  ⑶ 交差点以外で、横断歩道も自転車横断帯も踏切もないところに信号機があるときは、

信号機の直前 
注２ この表で車とは、自動車、原動機付自転車、自転車や荷車などの軽車両、トロリーバス

をいいます。 
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